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予乾葉を処理 した方が優れている。 しか し,乾燥糞は
水分のパラツキが生糞のものよりも大きく,さ らに粒
子が不揃いであり,製 品としては不良である難点があ
り,さ らに予乾糞の性状からパーナー,回転数を頻繁
に調整する必要があ り,作業が生糞処理の境合より繁
雑となる欠点 もある。

第5表  自燃焼却結果

夏期には 2回 とも高能率で燃え,秋期には外気温の

低いことから効率は低下したが完全焼却できた。 これ

は予乾糞の性状が自燃式焼却処理に適していたことに

よるもの と思われる。

` 
ビニールハウス利用上の問題点

(1)ピ ニールの耐用度が極めて悪い。

昭和49年 6月 12日 にハゥスを設置 したが,同年11月

5日 よリビニールが破れ初めた。

(2)強風への十分な配慮が必要である。
強風の際は,屋根部ビニールのおさえを十分にしな

火力乾燥用の糞は水分一定のものが効率上も作業上

も好ましいものであり,そ のため予備乾燥とのlEみ合
わせを考える際にはより多くの境拌が必要である。

5 自然式焼却処理
夏期と秋期の予乾糞を自然焼却処理 した結果は第 5

表のとおりである。

ければならない。

(3)冬期積雪時の耐久性に乏しい。

4要   約

当地域における予備乾燥施設としてのビニールハウス

の効果と予乾糞の処理 方法を検討 した結果 , ビニール

の耐用度が悪い欠点があるが,強風に対する配慮をす
れば,夏期から秋期まではその効果があ り,さ らにそ
の性状から,予乾糞は自燃式焼却処理に適するものと
思われた。
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寒冷地における採卵鶏の長期利用技術確立試験
和 田 ―雄・村田 亀松・菅原 克三・小原 一四

(岩手県畜産試験場 )

1ま え が き

近年の養鶏経営はオールィ/jォ _ル アウト方式が一

般的である。 しかしマレッタ病やその他の疾病によ ,

て育成率が 低下していることや飼料,管理資材の高騰
などで経営費に占める割合が高まっていることから,

採卵鶏を長期間利用し得るかどうか強制換羽と点灯を

組み合わせて試験を行 った。なお本試験は東北地域の

協定で実施 し,当場では春季孵化鶏について調査した。

2試 験 方 法

1 材料及び試験区分
供試鶏は昭和46年 4月 16日 孵化の雑種 (NDxP l15)

を,雌
"0羽
(対照区は100羽 で強制換羽しない場合ま

た試験区は100羽 で強制換羽を行う場合)を 供用 した。

また,強制換羽法は産卵初年度に 3日 連続50%産卵以

下が続いた時点で開始 し,点灯は対照区 ,試験区とも
に強制換羽以後産卵が回復し再度 3日 連続50¢産卵以

下に低下した時点で
'6時
間30日 間,その後17時間30日

間で試験終了とした。

2 試験期間
昭和46年 4月 17日 から昭和48年 8月 15日 までの852

日FED。

3 管理条件
餌付から21日 令まで幼雛電熱パタツー育離器に収容,

給温期間は14日 間とした。22日 今から72日 令まで中雛
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パタリー(4段 )に収容 し,73日 令から150日 令 まで

は大雛用′くタリー5段に収容 した。150日 令以後 l■tミ

モニ′―鉄骨鶏舎に配列 した成鶏ケージ (間 口24")

に単飼 した。一般の点灯 |ま 151～486日 令 は 14時 間 一

定,48ア 日令からは15時 FF3-定 ,792日 今からは16時間

一定,822日 令～終了を17時間一定とした。

第 1表

強制換羽は試験区が昭和47年 8月 14日 で50¢産卵以

下5日 間経過し,昭和47年 8月 15日 から昭和47年 8月
21日 まで絶食とした。

衛生管理は当場の慣行で行い飼料は第 1表のとおり

給与した。

1日 羽当り飼料消費量,飼料要求率は第 2表のとおり

である。すなわち産卵率は強制換羽前及び後とも,区

間に有意な差がなか った。また平均卵重, 1日 羽当り

生産卵重についても同様であった。飼料要求率は両区

とも高かった。

4 調査項目
産卵率,卵重 ,飼料摂取量 ,ハ ウユニゥト,

飼料要求率

6試 験 結 果

` 
産卵率,個当り平均卵重,1日 羽当り生産卵重,

第 2表

2 生存率は151～486日 令の対照区87%,試験区82

“

,487～852日 令の対照区885¢ ,試験区902¢ で と

もに悪い結果であった。x2検定では151～

“

6日 令の

X2-09868<584 Xkl,O o5)=384, 487～852

日令の X2=0138,<`84 X2(1,005)-384

3 初産日令は対照区 176日 令,試験区174日 令であ

った。

4 休産 日数は試験区が平均 1'7日 ,最大40日 ,最

小が 10日 であった。また50¢産卵回復日数は38日 であ

った。

5 体重lt第 3表のとお りでぁる。
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表示成分である

各飼料ともに自

由摂取 とした。
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第 3表  強制換羽前後体重推移

区令

強制換羽開始後日令 終 了 時H祠 揆
“

|」

v17 3A+ ∽ 715賄 300日
`調

寺 ン角3

対照区

試験区

1,749,

■571 ′

1843,

1,8ら ′

,,950′

1,9“ ′

1,9097

188t'

6 ハウユニットは強制換羽前 lヵ 月 (47年 7月 15
日 )が対照区 8207,試験区851,強 制換羽後50%産 卵

第 4表

回復時が対照区789,試験区866で ,強制換羽前及び
後が試験区が良く,強制換羽実施中は低からた。
7 卵殻厚は強制換羽実施 2日 目が対照区α4o6m・
試験区0289mと ,強制換羽の影響がみられた。
8 経済性は第 4表のとおりで,強制換羽実施 (試
験区 )の成績をもとにオールイ4ォールアウトを行 った
場合と再利用を行った場合について,直接材料費 (飼
料費,鶏導入費 )を主 として試算すると,再利用で長
期飼養する方が33～5`¢ 有利であった。

151～ 486日 令 (第 1年 目 )
E ,. (.1) 支  出   (口 ) 差  益 収  入

鶏卵生産額 廃鶏販売額 飼料消費額 大雛購入額 イ)― (●l‐い 鶏卵生産額
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487～ 852日 令  ( 第 2 年 目 )

比  率(ハ )      支  出  (二 ) 差 益
19-l―l=0

益
的
収
十
総
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1亀 150♂
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注. 1)廃 鶏単価 1″ 当り80円 とL.対 照区,試験区の販売額は852日 令時総重量に単価を乗した。
2)ォ ールイン, オールアウト①の廃鶏販売額は486日 令の試験区総体重に″当り80円 を乗した。
3)ォ ールイン, オールアウト(らは大雛価格 (4∞ 日令)`羽 1000円 とした。
4)試験鴎 対照区の大離価格 1羽 850円 とし 150日 令で導入するとした。
5)ォー′ィ ン,オ ールアウト①,k2Dlt486日 令でオールアウトし 1∞ 日令でオールインすると仮定した。
6)ォ ールイン, オールアウト方式①,1のは試験区の成績にもとづき試算した。
ア)仮試験区はォールイン,オールアウト方式②と対照するため,試験区の成績を大雛 1羽 1∞ 0円
として試算した。

4 飼料要求率は再利用により04～a`高 くなった。4 ま  と  め 5 生存率は初年度では両区とも悪かったが長期利
1 産卵率は初年度よりも再利用して長期飼養を行  用では大きな差がなかった。
った場合15～ 16“ 低下した。

` 
ハウユニットは再利用した場合,強制換羽によ

2 平均卵重は初年度よりも59～
``夕
重くなった。  って高く維持された。

3 1日 1羽生産卵重は再利用の場合
`,ほ
ど低下   7 卵殻厚は強制換羽中かなりうすかった。

したo                         8 饉済性は長期利用することで産卵性が低下する
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にもかかわらず,雛導入代がない分だけ有利であった。
9 強制換羽の効果が判然としなかった。今後の課
題として点灯方法 (終了前のステ″プアップ等 ),強

制換羽方法 (鶏種及び時期,期間 ),強制換羽直前の
個体詢汰基準,再利用による卵質低下防止の諸問題が

検討される必要がある。

採 卵 鶏 の長 期 利 用 に関 す る試 験

本郷 直喜t豊住  登*・ 藤原
(*秋田県畜産試験場

1ま え が き

採卵鶏において,飼料費の高騰による育成費の増加
ならびに,廃鶏価格の安値が経営上問題 となっており,
それらを軽減するために強制換羽と点灯管理の組合せ

により,採卵鶏をできるだけ有効に長期間利用する技

第 1表 試験方法および区分

2 試験期間は昭和47年 6月 26日 から昭和49年 10月
23日 までの850日 間

3 供試鶏は昭和47年 1月 27日 本化の自色レグホー
ン×ロードアイランドレッドの交雑種を供用 した。

3試 験 結 果

1 休産状況および50¢産卵回復日数
強制換羽による休産日数ぉょび50¢ 産卵回復日数は

注. ` 第 1回 強制換羽前まで14時間一定点灯
2 強制換羽後から第 2回強制換羽前まで15時間一定点灯

久 康
*・

吉 川 芳 秋t畠 山 義 祝
**

・**鹿角農林事務所 )

術を確立するため,冬期ふ化鶏について調査を行なっ
たのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

1 試験方法およびその区分は第 1表のとおりであ
る。
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第 2表 に示すょぅに,産卵率 3日 間連続50¢ を下回 ,
た時点で, 4日 間の絶水,7日 間の絶食法で強制換羽
を実施したところ,第 1回時点で約4o日 ,第 2回時点
で約3,日 の平均休産日数を示 し,強制換羽において第
1回 ,第 2回 ともほぼ同 じ休産日数であった。
また,50%産卵回復日数では,第 1回時点で42日 ,
第 2回時点では46日 で第 1回強制換羽よりも4日 遅れ

て50%産卵に達 した。

第 2表  強制換羽による平均休産日数および50%産卵回復日数
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